
分野 No. 課題　（大分類） 課題　（小分類） 基本目標 方向性 施策 具体策 重点施策

1-1　定住人口の増加に向けた住み替え支援の強化
北広島に住み続けたいと思

える住環境形成

1-2　北広島の暮らしに関する情報提供

2-1　住まいの確保が困難な世帯に向けた、
  　　　地域で暮らすための支援

2-2　障がい者の生活支援

3-1　学生にとって魅力的な住環境の検討

3-2　新たな働き手への住まい・住環境の情報発信

4 課題3-1 災害に強い居住環境の
　　　　　　形成が必要 4-1　災害に強い住環境の形成

課題3-2 治安の良い居住環境の
 　　　　　　形成が必要

4-2　冬でも暮らしやすい住環境の形成

5
課題4-1 居住環境における
         　　脱炭素化に向けた取組の
         　　促進が必要

5-1　住まいに関する環境配慮

課題4-2 自然豊かな景観を
        　　 生かした魅力ある
        　　 まちづくりが必要

5-2　自然豊かな景観の形成

課題5-1 暮らしの魅力を高める
             地域の拠点形成が必要 6-1　まちづくりと連携した魅力的な住環境づくり

課題5-2 まちなかの賑わい創出
              が必要 6-2　地域の魅力を高めるための賑わいづくり

北広島に住んでみたいと
感じるファンの獲得

課題２　新たな居住ニーズ
           への対応

課題2-1 居住ニーズに対応した
             情報発信が必要

課題５　まちづくりに
　　　　　対するニーズ
　　　　　への対応

6

ま
ち

目標２　地域の魅力が活きる、
          持続可能な住環境

6　都市計画と連動した賑わいのある
    住環境づくり

1

2

3

ひ
と

1　北広島に住み続けたいと思うこと
　　のできる住環境づくり

2　住宅セーフティネット機能の
　　維持・強化

課題1-2 住まいの確保が難しい方
              への支援が必要

課題1-1 住み慣れた地域に
　　　　　  住み続けられる
　　　　　  環境づくりが必要

課題１　現在の居住者の
　　　　　住まい方への対応

課題４　脱炭素化に向けた
           まちづくりの対応

課題３　安全・安心な
　  　　　まちづくりへの対応

3　新たな居住ニーズへの対応

目標１　変化する居住ニーズに
          対応し、住みたい・
          住み続けたいと思うことの
          できる住環境

4　安全安心で災害に強い住環境
    の形成

5　自然豊かで環境にやさしい
    持続可能な住環境の形成

●暮らしの相談窓口の運用

→住まいの相談カウンターの推進

●北広島不動産協会等の民間事業者との連携

→北広島不動産協会等民間事業者との連携（北広島市住まい創生サポート事業に関する協定）

●子育て世帯や高齢者向け住宅の確保

→子育て世帯や高齢者向け住宅の供給適正化の推進

●生活支援の相談会

→きたひろしま暮らしサポートセンター ぽると との連携による自立相談支援の推進

●生活相談窓口による自立支援の実施

→自立相談支援事業

●住まいの生活支援の実施

→住宅確保給付金等

●まちづくり関連部署と連携した学生の住みやすい住環境の検討

→ミライ会議やアンケート調査等の結果を踏まえ、星槎道都大学や北海道医療大学の学生が

住みやすい住環境の検討を実施

●学生向けの住まいやアルバイト等に関する情報発信

●学生のニーズ把握

→学生へのアンケート調査やヒアリング等を定期的に開催し、住まいや住環境に関する学生のニーズを把握

●自主防災組織の活動支援

●自主防犯活動団体の活動支援

●防災に関する情報発信の推進

●災害等発生時の住環境支援

●建築物の耐震化促進

●再エネ機器及び省エネ機器（太陽光発電システム、定置用蓄電池、ペレットストーブ）設置補助の実施

●建築物省エネ法に関する普及啓発

→民間戸建住宅における省エネ基準適合住宅の情報発信（建築物省エネ法改正によりR7から義務化）

●駅西口のエリアマネジメントの推進

→駅西口周辺エリアの開発に伴う、地域主体のマネジメント体制の構築

●JR北広島駅及びFビレッジ周辺地区交通戦略の策定

→JR北広島駅を中心とする利便性の高い公共交通網の検討

●都市計画と連携した住環境の整備

→北広島団地地区の容積率緩和の検討

●西部地区の義務教育学校化の検討推進（再掲）

→西部地区のあり方に関するサウンディング型市場調査の実施

施策体系図（案）

●総合的な住まいの情報提供

→サービス付き高齢者向け住宅制度の周知

→北広島市公式HPほか、YoutubeやInstagram等、SNSの活用による住まい全般に関する情報発信

●北広島市の暮らしの魅力発信

→子育て世帯を対象とする制度等の情報発信

●障がい者の地域生活支援事業の充実

→就労、暮らし等の相談窓口

→成年後見制度利用支援

→創作的活動・生産活動等の機会提供

●除排雪の効率化・適正化の推進

→除雪DX推進事業による除雪体制の強化及び除排雪の効率化

→除雪マップの更新検討

●景観の保全や街並みの形成に向けた住まい手の意識啓発

→景観計画との連携

●子育て世帯や大学職員等を含む新たな働き手へのゆとりある住環境や教育の充実に関する

北広島市独自の魅力に関する情報発信の推進

●西部地区の義務教育学校化の検討推進

→西部地区のあり方に関するサウンディング型市場調査の実施

●地域活動の活性化

→各種町内会館、北広島市児童活動センターの活用に向けた情報発信

→公益活動事業補助金事業の実施

●北広島若葉町団地の跡地活用に向けた検討推進

→UR都市機構との連携（跡地活用策の検討など）



課題6-1 空家の発生抑制と
             適切な管理に向けた
             取組が必要

7-1　空家の発生抑制、管理の促進

課題6-2 空家・空き住戸における
              活用の検討が必要

7-2　空家の有効活用の推進

8-1　既存住宅ストックの流通促進

8-2　新たな住宅ニーズへの対応

課題7-2 民間住宅の質向上に
              向けた取組が必要 8-3　住まいの質向上

9
課題7-3 マンションの適正な
              維持管理に向けた
              取組が必要

9　マンションの適正な維持管理 9-1　マンションの適正管理の促進

課題8-1 市営住宅等の長寿命化
             が必要 10-1　市営住宅等の長寿命化の推進

課題8-2 市営住宅等の管理戸数
              の適正維持が必要

10-2　市営住宅等の適正な管理戸数の検討

い
え 課題７　進行する住宅の

　　　　　老朽化や陳腐化
　　　　　への対応

7
空家が適切に活用される

環境の構築
7　空家の適正管理と有効活用

10　市営住宅等の適正維持10 課題８　市営住宅の適正な
           維持管理への対応

課題7-1 既存住宅ストックを
             有効に活用できる
             住宅市場の形成が必要

課題６　増加する空家への
　　　　　対応

目標３　良質な住宅ストックの
          循環による快適な住まい
          の供給

8　住宅ストックを長く上手に活用できる
環境づくり8

●空家に関する相談窓口の強化

→空き家専門のワンストップ窓口「アキカツカウンター」の開設

●空家の管理体制の強化

→住まい創生サポート事業（北広島市空家等対策推進協議会の設立、実態調査等）

●住まいの相談カウンターの強化

→住まいの相談会の開催

●空き地空き家マップ、空き地、空き家バンクの強化（再掲）

●市内マンションの実態把握

→マンション管理組合連合会等へのアンケート調査

●マンション管理適正化推進計画の策定

●マンションの適正管理に向けた意識啓発

→管理不全の予防や、マンション管理の適正化に関する啓発及び知識の普及

●公営住宅等長寿命化計画の推進

●空き地空き家マップ、空き地、空き家バンクの強化

●学生と連携した空家の活用方法の検討

●空家等の新たな活用方法の検討

●市営住宅の管理戸数の適正化の検討

→社会情勢の変化を踏まえ、北海道やURと連携した管理戸数の適正な維持・管理

●民間住宅の質向上に向けた情報提供

→地域優良賃貸住宅制度、北方型住宅、長期優良住宅認定制度、スマートウェルネス住宅、

住宅のユニバーサルデザイン、住宅性能表示制度の制度概要や基準に関する情報発信、

普及・活用推進

→不動産事業者による情報提供の推進

●住まいの確保が難しい方への民間賃貸住宅の供給検討

●単身向け賃貸住宅の確保供給促進

→不動産事業者への情報提供


